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ぬかびら野外スポーツ地域（北海道）

【概要】
　本地域は日本最大の広さを誇る大

だいせつざん

雪山国立公園内に位置し、釣りや登山、キャ
ンプ、スキー及び温泉保養等、四季を通じて様々な楽しみ方ができます。

【見どころ】
　毎年 6月末に開設する「国設ぬかびら野営場」はシラカンバ林に包まれた静か
なキャンプ場。小鳥の鳴き声で朝を迎える、キャンプならではの醍醐味を心行く
まで味わえます。開湯 100周年を迎えた「ぬかびら源泉郷温泉」が隣接している
ため、源泉かけ流しの温泉も同時に楽しむことができます。また、周辺にある国
の有形登録文化財に指定されている旧国鉄士

しほろ

幌線コンクリートアーチ橋梁群は、
開拓の歴史を伝える近代産業遺産であり、古代ローマの遺跡を彷

ほうふつ

彿させる姿から
不動の人気を誇っています。中でも特に代表的な「タウシュベツ川橋梁」は、糠
平湖の水位によりその姿が見え隠れすることから「幻の橋」と呼ばれており、運
がよければ眺めることができます。昨年は 7月中旬、一昨年は 11月中旬まで眺め
ることができました。

【イベント等】
　８月 10日（土）～ 12日（月・振休）には、北の大地の澄んだ青空を沢山の
カラフルな熱気球が彩る、夏の一大イベント「第46回北海道バルーンフェスティ
バル」が開催されます。また、日本一の広い公共牧場「ナイタイ高原牧場」を
全面ガラス張りの窓から一望できるスポット「ナイタイテラス」がリニューア
ルオープンしました。地平線まで緑が続く北海道らしい牧歌的な景観を是非体
感してください。オープンは10月末まで。

【アクセス】
　ぬかびら源泉郷：帯広駅から車で約70分

ニペソツ山を背景に湖面に映る初夏のタウシュベツ川橋
きょうりょう

梁（撮影：上士幌町役場商工観光課）

石
いし

鎚
づち

風景林（愛媛県）

【概要】
　愛媛県西

さいじょう

条市にある石鎚風景林は、西日本最高峰（標高1,982m）の石鎚山北
斜面の中央部に位置し、登山道を覆う天然林は新緑や紅葉が美しく、瀬戸内海
を一望できる優れた風景を楽しむことができます。

【見どころ】
　風景林からの眺望とともに、これからの季節は６月にナンゴクコミネカエデ
（新緑・花）、７月にシコクイチゲ（花）など多くの植物に出会うことができます。
また、山麓の面

おもごけい

河渓では仁
によど

淀ブルーと呼ばれる青く澄んだ水が川底の白い岩に
映える美しい清流での水遊び等を楽しむことができます。

【イベント等】
　石鎚山には登山客や山岳信仰の参拝者ら年間約 10万人が訪れ、春のツツジや
サクラ、夏の星空、秋の紅葉、冬のスキーなど四季を通して自然を楽しめる様々
なイベントが開催されています。特に、今年は、愛媛県東

とうよ

予地域の振興イベン
ト「えひめさんさん物語」（～ 11/24）が開催され、石鎚山でも登山の初心者か
ら上級者まで幅広く参加できるプログラムが多数展開されます。

【アクセス】
　石鎚登山ロープウェー：いよ小松 ICから自動車で約 40分

瓶
かめがもり

ヶ森から石鎚風景林及び山頂を望む（撮影：愛媛森林管理署自然保護員）
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～今後の森林の経営管理を支える人材を特集～

平成三十年度
森林・林業白書が公表

北沢又団地（福島市）外観
CLTを使用した復興公営住宅
（北沢又団地（福島市）外観）

ハーベスタによる造材

効率的なコンテナ苗生産

木材コーディネーター研修

流木捕捉式治山ダムの設置状況

フランスの展示会
におけるジャパン
パビリオン
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６
月
７
日
に
、「
平
成
30
年
度
森
林
・
林

業
白
書
」（
平
成
30
年
度
森
林
及
び
林
業
の

動
向
・
令
和
元
年
度
森
林
及
び
林
業
施
策
）

が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
度
の
森
林
・
林
業
白
書
で
は
、
国
民

の
皆
さ
ん
の
理
解
が
深
ま
る
よ
う
、
図
表
、

事
例
写
真
等
を
活
用
し
つ
つ
、
森
林
・
林
業

の
動
向
の
体
系
的
な
分
析
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
冒
頭
に
「
ト

ピ
ッ
ク
ス
」
を
設
け
て
各
年
度
の
特
徴
的
で

印
象
的
な
動
き
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
第

Ⅰ
章
を
特
集
章
と
し
て
、
特
定
の
テ
ー
マ
に

つ
い
て
詳
細
な
分
析
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
「
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
で
は
、
ま

ず
「
平
成
30
年
７
月
豪
雨
や
北
海
道
胆
振
東

部
地
震
に
よ
る
災
害
の
発
生
と
復
旧
へ
の
取

組
」
と
し
て
、
平
成
30
年
に
発
生
し
た
こ
れ

ら
の
災
害
に
つ
い
て
、
被
害
の
状
況
と
復
旧

へ
の
取
組
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。
特
に
、

平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
よ
る
被
害
額
は
約

１
，
６
５
９
億
円
と
こ
こ
10
年
間
で
東
日
本

大
震
災
に
次
ぐ
被
害
額
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
２
０
１
８
年
12
月
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
行

わ
れ
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
24
に
お
い
て
、
２
０
２
０
年

以
降
の
パ
リ
協
定
の
本
格
運
用
に
向
け
て
実

施
指
針
を
採
択
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削

減
目
標
の
達
成
に
森
林
吸
収
源
対
策
が
引
き

続
き
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
を

紹
介
し
ま
し
た
。「
ま
す
ま
す
進
ん
で
い
く

非
住
宅
・
中
高
層
建
築
物
の
木
造
化
・
木
質

化
の
取
組
」
で
は
、
経
済
団
体
等
の
主
導
に

よ
り
こ
う
し
た
動
き
が
盛
り
上
が
っ
て
い
る

こ
と
や
、
木
材
利
用
優
良
施
設
コ
ン
ク
ー
ル

に
２
０
１
８
年
度
か
ら
内
閣
総
理
大
臣
賞
が

創
設
さ
れ
、
江
東
区
立
有
明
西
学
園
が
受
賞

し
た
こ
と
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。「
森

林
・
林
業
・
木
材
産
業
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
で

は
、
近
年
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
る
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
目
標
達
成
に
つ
い
て
、
森
林
・
林
業
・

木
材
産
業
が
幅
広
く
貢
献
す
る
こ
と
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
平
成
最
後
の

植
樹
祭
で
あ
る
、
第
69
回
全
国
植
樹
祭
が
福

島
県
に
お
い
て
行
わ
れ
、
海
岸
防
災
林
の
整

備
地
に
天
皇
陛
下
が
ク
ロ
マ
ツ
を
お
手
植
え

に
な
ら
れ
た
こ
と
や
、「
生
い
立
ち
て
防
災

林
に
育
て
よ
と
く
ろ
ま
つ
を
植
う
福
島
の
地

に
」
と
の
御
製
（
和
歌
）
を
賜
っ
た
こ
と
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
特
集
章
で
は
、
テ
ー
マ
を
「
今

後
の
森
林
の
経
営
管
理
を
支
え
る
人
材
」
に

～
平
成
30
年
７
月
豪
雨
や
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
に
よ
る
災
害
の
発
生
と
復

旧
へ
の
取
組
、
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
24
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
24
）、

ま
す
ま
す
進
ん
で
い
く
非
住
宅
・
中
高
層
建
築
物
の
木
造
化
・
木
質
化
の
取
組
、

森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、「
第
69
回
全
国
植
樹
祭
」
が
福
島
県

で
開
催
、
と
い
っ
た
内
容
を
紹
介
～

（うち森林・
林業に関わる
職業）

（うち木材産業に
関わる職業）

民間事業者
（森林・林業・
木材産業に
関わる職業）

公務員
（森林・林業・
木材産業に
関わる部門。
研究者を除く。）

研究者
（森林・林業・
木材産業に
関わる部門）

その他
10.6
%

9.8
%

11.9%
30.9%

40.7%

36.9%

宿
す く も

毛商銀信用組合（高知県宿毛市）SDGsGOALS 

鹿児島県北姶良森林組合
森林・林業・木材産業に関わる就業
先として、最も希望するもの資料：林野庁アンケート調査



5 2019.6 No.147   林野

設
定
し
ま
し
た
。
我
が
国
の
人
工
林
は
そ
の

半
数
が
一
般
的
な
主
伐
期
で
あ
る
50
年
生
を

超
え
本
格
的
な
利
用
期
を
迎
え
て
お
り
、
森

林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
を
将
来
に
わ
た
っ

て
発
揮
さ
せ
て
い
く
た
め
、
こ
の
人
工
林
を

「
伐
っ
て
、
使
っ
て
、
植
え
る
」
と
い
う
形

で
循
環
利
用
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
た
め
に
は
、
森
林
経
営
管
理
制
度
の

創
設
等
に
よ
る
原
木
生
産
の
集
積
拡
大
、
ス

マ
ー
ト
林
業
の
推
進
、
国
産
材
の
生
産
流
通

構
造
の
改
革
な
ど
の
推
進
と
い
っ
た
取
組
に

よ
り
、
生
産
・
流
通
・
経
営
管
理
面
で
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
み
、
魅
力
あ
る
林

業
の
実
現
を
目
指
す
者
を
育
成
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

今
年
度
の
特
集
章
で
は
、
こ
う
し
た
林
業

の
成
長
産
業
化
等
に
不
可
欠
な
林
業
経
営
体

や
、
林
業
従
事
者
の
動
向
、
林
業
へ
の
就
業

が
期
待
さ
れ
る
学
生
等
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
加

え
、
魅
力
あ
る
林
業
の
実
現
に
つ
な
が
る
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
事
例
等
に
つ
い
て
記
述
し

ま
し
た
。
特
に
、
学
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の

実
施
や
個
々
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
例
に
つ

い
て
個
人
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
交
え
て

紹
介
す
る
こ
と
は
森
林
・
林
業
白
書
で
は
初

め
て
の
試
み
と
な
り
ま
す
。

　

第
Ⅱ
章
以
降
は
、「
森
林
の
整
備
・
保
全
」、

「
林
業
と
山
村
（
中
山
間
地
域
）」、「
木
材
産

業
と
木
材
利
用
」、「
国
有
林
野
の
管
理
経

営
」、「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
」
の
順

番
で
、
平
成
30
年
度
に
お
け
る
動
向
や
課
題

注：国産材には、用材のほか、しいたけ原木、燃料材を含む。

1,692 

2,966 

1,487 

467

5,719 4,576

79 

176 

18.8％

36.2%
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輸入燃料材 輸入製品 輸入丸太 国産材 木材自給率（右軸）

(％)
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(万m3)

29
(17)

(年)

平成三十年度 森林・林業白書が公表
～今後の森林の経営管理を支える人材を特集～

森林・林業・木材産業に関わる就職先を選ぶに
当たって重視する企業情報（複数回答可）

資料：林野庁アンケート調査注：「その他」は、薪炭生産、林野副産物採取。
資料：農林水産省「林業産出額」

資料：林野庁「木材需給表」
木材供給量と木材自給率の推移

林業産出額の推移
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の
分
析
等
を
掲
載
し
ま
し
た
。

　
「
森
林
の
整
備
・
保
全
」
の
章
で
は
、
森

林
整
備
や
森
林
保
全
の
動
向
、
国
際
的
な
取

組
の
推
進
等
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、本
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
る
「
森

林
経
営
管
理
制
度
」
や
「
森
林
環
境
税
」
に

つ
い
て
、
新
た
な
項
目
を
立
て
て
丁
寧
に
紹

介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、『「
平
成
30
年
７
月

豪
雨
を
踏
ま
え
た
治
山
対
策
検
討
チ
ー
ム
」

中
間
と
り
ま
と
め
』
と
し
て
、
山
地
災
害
の

発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
分
析
・
検
証
等
を
行
っ

た
こ
と
や
、一
連
の
激
甚
災
害
を
受
け
て
「
防

災
・
減
災
、
国
土
強
靱じ
ん

化
の
た
め
の
３
か
年

緊
急
対
策
」
を
取
り
ま
と
め
た
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
「
林
業
と
山
村
（
中
山
間
地
域
）」
の
章
で

は
、
林
業
や
特
用
林
産
物
、
山
村
（
中
山
間

地
域
）
の
動
向
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
木
材
生
産
の
産
出
額
は

近
年
は
増
加
傾
向
で
推
移
し
て
い
る
こ
と
や
、

林
業
の
生
産
性
向
上
に
向
け
た
取
組
と
し
て

情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
の
活
用
が
進
展

し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
医
療
・
福
祉
、
観
光
、
教
育
等
の
分

野
と
連
携
し
、
国
民
の
価
値
観
や
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
変
革
の
動
き
に
合
わ
せ
た
森
林
空

間
の
利
活
用
を
通
じ
て
、
新
た
な
森
と
人
と

の
か
か
わ
り
を
創
り
出
す
「
森
林
サ
ー
ビ
ス

産
業
」
等
の
取
組
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま

す
。

　
「
木
材
産
業
と
木
材
利
用
」
の
章
で
は
、

木
材
需
給
や
木
材
産
業
、
木
材
利
用
の
動
向

に
つ
い
て
記
述
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

木
材
自
給
率
が
７
年
連
続
で
上
昇
し
、
36
・

２
％
と
な
っ
た
こ
と
や
、
木
材
輸
出
を
め
ぐ

る
状
況
と
し
て
、
我
が
国
の
建
築
基
準
法
に

相
当
す
る
中
国
の
「
木
構
造
設
計
規
範
」
の

改
定
が
施
行
さ
れ
、
日
本
の
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、

カ
ラ
マ
ツ
の
構
造
材
と
木
造
軸
組
構
法
が
盛

り
込
ま
れ
た
こ
と
、
木
材
輸
出
の
増
加
が
続

い
て
お
り
、
前
年
比
７
％
増
の
３
５
１
億
円

と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
製
材
、
集
成
材
、
合
板

等
の
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
別
に
、
工
場
の
大
規

模
化
が
進
ん
で
い
る
状
況
や
、
非
住
宅
分
野

に
お
け
る
木
造
化
の
推
進
、
特
に
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を

活
用
し
た
建
築
物
、
改
質
リ
グ
ニ
ン
等
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
の
マ
テ
リ
ア
ル
利
用
等
に
つ
い

て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
「
国
有
林
野
の
管
理
経
営
」
の
章
で
は
、

国
有
林
野
の
役
割
や
国
有
林
野
事
業
の
具
体

的
取
組
と
し
て
、
森
林
経
営
管
理
制
度
を
円

滑
に
進
め
る
た
め
の
国
有
林
か
ら
の
木
材
供

給
対
策
に
つ
い
て
、「
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
興
」
の
章
で
は
、
復
興
に
向
け
た
森
林
・

林
業
・
木
材
産
業
の
取
組
や
原
子
力
災
害
か

ら
の
復
興
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
記
述
し

て
い
ま
す
。

　

森
林
・
林
業
白
書
の
本
文
は
、
林
野
庁
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、
以
下
の
リ
ン
ク
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp/j/
kikaku/hakusyo/30hakusyo/
index.htm
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〔品目別〕

〔国・地域別〕

我が国の木材輸出額の推移

CLT 等を用いた都市部における中
高層建築物の建設
平成 31 年２月に仙台市に CLT 等
を用いた木造と鉄骨造を組み合わ
せた 10 階建ての集合住宅が竣工

猪八重照葉樹林生物群集保護林
平成30年９月に宮崎県日南市に猪八重照葉樹林生物群集保護林を設定

平成三十年度 森林・林業白書が公表
～今後の森林の経営管理を支える人材を特集～

注：HS44類の合計
資料：財務省「貿易統計」
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TOPICS 01

第29回森と花の祭典 「みどりの感謝祭」

感じよう みどりの恵みと 木のぬくもり

　毎年４月15日から５月14日までは、多くの人たちに緑について理解と関心を高めてもらおうともうけられた「み
どりの月間」です。
　森と花の祭典－「みどりの感謝祭」は、みどりの月間の期間中に実施される全国各地の緑に親しむ各種緑化行事の
締めくくりとして開催しています。
　今年は、令和の新たな時代がスタートして間もない５月11日に東京都千代田区のイイノホールにて式典を開催す
るとともに、５月11日、12日の２日間にわたって東京都日比谷公園を会場に式典併催行事の「みどりとふれあうフェ
スティバル」を開催しました。
　今年29回目を迎えた「みどりの感謝祭」式典には、本祭典の名誉総裁になられた眞子内親王殿下の御臨席を賜り、
衆議院議長、参議院議長など多数の関係者の方々に御出席いただきました。
　東京消防庁音楽隊の演奏と杉並区立桃井第五小学校合唱団の合唱のプロローグにはじまり、開会宣言、高野農林水
産大臣政務官の主催者代表挨拶に続いて、眞子内親王殿下からお言葉を賜りました。
　続いて、みどりや森林に関して顕著な功績のあった方に贈られる「みどりの文化賞」の顕彰、地域の環境美化や緑づ
くりに取り組む緑の少年団、花いっぱい運動の代表に対する苗木と花の特別贈呈、山火事予防ポスター用原画入賞作
品の表彰を行いました。
　式典終盤では、令和２年全国植樹祭開催地（島根県）の北

きたさんべ

三瓶中学校緑の少年団の代表が「私たちは、豊かな自然に
感謝する気持ちを忘れず、心をこめて緑を育て、未来に引き継いでいきます」と誓いの言葉を述べました。
　また、「みどりとふれあうフェスティバル」は、よい天候に恵まれ、森で遊んだり癒やされる「体験プログラム」や、森
の恵みを「食べて楽しむプログラム」、森のことを楽しく学べる「ステージプログラム」、そして森づくりや木づかいに
取り組む全国の企業・NPO等の展示や農山村の特産品の販売など、子供から大人まで楽しめる盛りだくさんの内容
に、家族連れをはじめ多くの人で賑わいました。
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TOPICS 02

山
地
災
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
！

～
語
り
継
ぐ 

治
山
の
役
目
と 

被
災
の
歴
史
～

５
月
20
日（
月
）～
６
月
30
日（
日
）

山
地
災
害
の
多
い
日
本

　

日
本
の
国
土
は
、
険
し
い
山
が
続
く
複
雑

な
地
形
を
し
て
お
り
、
川
幅
は
狭
く
、
急

流
が
多
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
大
陸
プ
レ
ー
ト
と
海
洋
プ
レ
ー
ト
の

境
界
に
位
置
し
て
お
り
、
地
震
や
火
山
活

動
も
活
発
で
あ
る
た
め
、
山
崩
れ
や
土
石

流
、
地
す
べ
り
な
ど
、
山
地
災
害
の
危
険

を
常
に
抱
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
日
本
の
年
間
降
雨
量
は
約
１
，

７
０
０
ミ
リ
で
、
こ
れ
は
世
界
平
均
の
約
２

倍
と
き
わ
め
て
雨
が
多
く
、
特
に
梅
雨
期

や
台
風
の
際
は
局
地
的
な
集
中
豪
雨
が
起

こ
り
、
各
地
に
大
き
な
災
害
を
も
た
ら
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
雪
ど
け
期
に
は
、
河

川
の
増
水
や
な
だ
れ
の
危
険
も
高
く
な
り

ま
す
。
加
え
て
近
年
は
、
地
球
温
暖
化
に

よ
る
影
響
等
に
よ
り
局
地
的
な
集
中
豪
雨

が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
条
件
に
あ
る
我
が
国
で
は
、

山
崩
れ
や
土
石
流
、
地
す
べ
り
な
ど
の
山

地
災
害
が
、
あ
る
日
突
然
や
っ
て
き
ま
す
。

自
ら
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
日
頃

か
ら
防
災
へ
の
理
解
と
関
心
を
深
め
る
と

と
も
に
、
災
害
に
対
す
る
備
え
を
し
て
お

く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

そ
こ
で
林
野
庁
で
は
、
５
月
20
日
（
月
）

〜
６
月
30
日
（
日
）
に
「
山
地
災
害
に
備

え
る
」
を
合
い
言
葉
と
し
た
「
山
地
災
害

防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
、
各
都

道
府
県
・
市
町
村
と
連
携
し
て
、
山
地
災

害
の
未
然
防
止
や
少
し
で
も
被
害
を
軽
減

さ
せ
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

 

小学校で説明会（鳥取県鳥取市） ヘリコプターによる被害状況調査
（平成 30 年７月豪雨）

山地防災ヘルパー研修（鹿児島県鹿児島市）

平成 30 年７月豪雨により人家に被害が発生
（愛媛県西予市）

平成 30 年９月北海道胆振東部地震により
山腹崩壊が発生（北海道厚真町）

職員を派遣し災害箇所を調査
（北海道胆振東部地震：北海道厚真町）

　

我
が
国
で
は
、
毎
年
約
２
，１
０
０
箇
所（
平
成
26
年
～
30
年
の
５
カ
年
の
平
均
）も

の
山
地
災
害
が
発
生
し
、
人
命
や
財
産
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

  

林
野
庁
で
は
毎
年
、
山
地
災
害
の
起
こ
り
や
す
い
梅
雨
の
時
期
に
、
国
民
の
皆
さ
ま

に
山
地
災
害
防
止
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
山
地
災
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
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主
な
活
動
内
容

　

ま
ず
、「
山
地
災
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
存
在
や
目
的
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
や

す
い
よ
う
、
わ
か
り
や
す
い
標
語
を
定
め

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
標
語
は
「
語
り
継
ぐ　

治
山
の

役
目
と　

被
災
の
歴
史
」
で
す
。
各
都
道

府
県
と
市
町
村
で
は
、
山
地
災
害
の
未
然

防
止
等
を
目
的
と
し
た
広
報
活
動
と
し
て
、

住
民
の
方
々
の
目
に
と
ま
り
や
す
い
公
共

施
設
等
に
お
け
る
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
、

地
域
の
危
険
地
区
の
周
知
や
、
小
学
校
等

で
の
防
災
教
室
の
開
催
、
注
意
を
促
す
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
等
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
治
山
事
業
の
重
要
性
を
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
事
業
施
行
地
の
見
学
等
を

開
催
し
て
、
防
災
へ
の
意
識
の
普
及
・
向

上
を
図
り
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
保
安
林
制
度
（
※
）
の
周

知
や
保
安
林
の
巡
視
な
ど
に
よ
り
、
保
安

林
の
機
能
が
発
揮
さ
れ
る
よ
う
適
切
な
管

理
を
推
進
し
ま
す
。

 

ま
ず
は
山
地
災
害
危
険
地
区
等
を

知
る
こ
と
が
大
事

　

山
地
災
害
に
よ
る
被
害
発
生
を
防
止
す

る
た
め
に
は
、
地
区
住
民
の
皆
さ
ん
が
日
頃

か
ら
身
近
に
あ
る
山
崩
れ
や
土
石
流
、
地

す
べ
り
な
ど
の
起
き
や
す
い
危
険
な
場
所

や
、
台
風
や
大
雨
の
際
の
避
難
場
所
を
知
っ

て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

各
都
道
府
県
等
で
は
、
山
地
災
害
発
生
の

お
そ
れ
が
あ
る
場
所
を
「
山
地
災
害
危
険

地
区
」
と
し
て
把
握
す
る
と
と
も
に
、
日

頃
か
ら
治
山
施
設
の
点
検
等
の
山
地
防
災

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
お
り
、
こ
の
情

報
を
避
難
場
所
な
ど
の
防
災
情
報
と
と
も

に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
防
災
マ
ッ
プ
に
掲
載

し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
防
災
活
動
や
避

難
に
役
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
「
山
地
災
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
で
は
、

こ
う
し
た
情
報
を
よ
り
多
く
の
方
に
役
立

て
て
い
た
だ
け
る
よ
う
活
動
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
災
害
発
生
時
の
警
戒
避
難
体

制
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

 

※	

保
安
林
と
は
、
水
源
の
涵
養
、
土
砂
の
崩
壊
そ
の
他
災
害

の
防
備
、
生
活
環
境
の
保
全
・
形
成
等
の
目
的
を
達
成
す

る
た
め
、
農
林
水
産
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
に
よ
っ
て

指
定
さ
れ
る
森
林
で
す
。
保
安
林
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目

的
に
沿
っ
た
森
林
の
機
能
を
確
保
す
る
た
め
、
立
木
の
伐

採
や
土
地
の
形
質
の
変
更
等
が
規
制
さ
れ
ま
す
。

山地災害パンフレット
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TOPICS 03

18
年
目
の「
聞
き
書
き
甲
子
園
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
！

　

今
年
で
18
年
目
と
な
る
「
聞
き
書
き
甲
子
園
」

に
参
加
す
る
80
名
の
高
校
生
の
募
集
が
行
わ
れ
、

今
年
も
「
聞
き
書
き
甲
子
園
」
が
ス
タ
ー
ト
を

切
り
ま
し
た
。

　
「
聞
き
書
き
」
と
は
、
話
し
相
手
の
言
葉
を
一

字
一
句
全
て
書
き
起
こ
し
、
相
手
の
話
し
た
言

葉
だ
け
を
一
つ
の
文
章
に
ま
と
め
る
手
法
で
す
。

　

日
本
人
は
古
く
か
ら
、
森
や
川
、
海
の
自
然

を
守
り
、
育
て
、
そ
の
恵
み
を
得
な
が
ら
、
生

き
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、そ
こ
に
は
人
々

の
優
れ
た
知
恵
や
技
が
あ
り
、
同
時
に
そ
の
営

み
が
自
然
の
豊
か
さ
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
農
山
漁
村
に
お
け
る
過
疎
化
が
進
み
、

暮
ら
し
に
必
要
な
も
の
を
森
や
海
、
川
か
ら
得

る
た
め
の
知
恵
や
技
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
「
聞
き
書
き
甲
子
園
」
は
、
若
者
と
熟
年
者
と

の
世
代
を
超
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
農

山
漁
村
地
域
の
活
性
化
、
若
者
の
健
全
な
育
成

を
図
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
全

国
の
高
校
生
が
森
や
海
、
川
と
と
も
に
生
き
る

知
恵
や
技
を
持
つ
名
人
を
訪
ね
、一
対
一
で
「
聞

き
書
き
」
し
、
そ
の
成
果
を
発
表
す
る
活
動
と

し
て
、平
成
14
年
に
第
１
回「
聞
き
書
き
甲
子
園
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
聞
き
書
き
甲
子
園
」の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

名
人
の
技
や
伝
統
・
文
化
の
基
盤
で
あ
る「
地
域
」

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、「
聞
き
書
き
甲
子
園
」
に

御
協
力
い
た
だ
け
る
市
町
村（
地
域
）を
公
募
し
、

市
町
村
が
推
薦
す
る
名
人
を
高
校
生
が
訪
ね
る

形
を
と
っ
て
お
り
、第
18
回「
聞
き
書
き
甲
子
園
」

で
は
、全
国
12
地
域
17
市
町
村
よ
り
80
名
の
「
名

人
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
「
地
域
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
る
こ
と
で
、「
聞

き
書
き
甲
子
園
」
を
通
じ
て
、
自
然
と
向
き
合

う
仕
事
の
大
切
さ
や
特
色
あ
る
生
活
文
化
の
豊

か
さ
を
さ
ら
に
広
め
、
あ
わ
せ
て
未
来
を
担
う

次
世
代
の
育
成
や
、
市
町
村
に
お
い
て
は
、
自

然
の
中
で
長
年
に
わ
た
り
育
ま
れ
て
き
た
「
な

り
わ
い
」
や
「
生
活
文
化
」
を
幅
広
い
世
代
が

再
認
識
す
る
き
っ
か
け
と
な
り
、
地
域
の
あ
り

方
を
住
民
自
ら
で
考
え
る
機
会
と
な
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　

一
方
、令
和
２
年
度
に
開
催
す
る
次
回
の
「
聞

き
書
き
甲
子
園
」
に
向
け
、
御
協
力
い
た
だ
け

る
市
町
村
（
地
域
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。「
聞

き
書
き
甲
子
園
」
の
詳
し
い
情
報
は
、「
聞
き
書

き
甲
子
園
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://w

w
w
.

kikigaki.net

）
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

	

研修会終了後の集合写真
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「名人」への取材の様子

新潟県糸魚川市、そま師 沖縄県石垣市、家具・建具職人 奈良県吉野郡黒滝村、そま師

フォーラム後に実施される参加高校生同士の
振り返りワークショップの様子

優秀作品賞授与の様子 フォーラムの様子

第 18 回「聞き書き甲子園」スケジュール・協力市町村一覧

● 映画「森聞き」

　「聞き書き甲子園」に参
加した４人の高校生と名人
のドキュメンタリー映画で
す。上映を希望する方には、
有料で貸し出しています。

詳細については、聞き書き甲子園実行委員会事務局（NPO 法人共存の森ネットワー
ク内）までお問い合わせください。
TEL：03-6432-6580　　E-mail：contact@kikigaki.net

「聞き書き」について、もっと知るには？

● 聞き書き電子図書館（http://lib.ruralnet.or.jp/mori/）
　過去の作品と名人のプロフィールを検索し、閲覧することがで
きます。作品の全文をご覧いただくには、会員登録が必要です。



人

材育成の現場か

ら

群馬県立農林大学校
群馬県高

た か さ き し み さ と ま ち

崎市箕鄕町西
に し あ き や

明屋
修学期間：２年間　定員：１学年20名

GPS の説明　ドローン操作研修

位置データを取るために GPS とコンパスを活用し測量実習 GIS ソフトを用いたデータ解析

　群馬県立農林大学校は、群馬県農林業の振興や活力ある地域づくりを実現し、新しい時代

に即応した農山村の健全な発展を図るため、優れた農林業経営者及び農林業関連従事者等を

育成することを目的に昭和58年に開校した２年生の専修学校で、「理論と実践」「変化への対

応力」「自律と自治」を重点に教育に取り組んでいます。

　林業を学ぶコースは、農林業ビジネス学科森林コースです。現在、１年生19名（男14・女5）

と２年生10名（男９・女１）の計29名が林業技術者を目指して講義や実習に励んでいます。

　林業の現場は様々な危険と隣り合わせであり、安全を第一に考え、林業現場の現状や変化

に対応できる林業の担い手を育成するため授業を行っています。

　最近の傾向として、林業現場から、より実践力を強化した教育を求められ、平成29年の教育

改革で実践学習を５割から約６割に増やしました。

　また、AIの発達により今後の林業現場は大きく変化すると予想され、ICTやデジタル技術の

活用は必要不可欠となります。本校でも講義や実習にGPSを用いた地図データ更新やGISソ

フトを用いたデータ解析、ドローンなどにより地理情報システムの活用を学んでいます。

第２回テーマ  「ICT」
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人

材育成の現場か

ら

ドローンを用いた森林調査実習 学生によるドローン操作 ドローンにより撮影した演習林解析

スマートフォンのアプリを利用した森林調査実習 計測アプリの画面 PC を用いた計測データ分析の様子

　人口減少社会の到来による労働力の不足が課題となる中で、広大な森林を将来にわたり適切に管理・

整備していくためにはICT等の先進技術を活用した効率的な森林調査・管理手法の導入・推進が不可欠

であり、こうした知識・技術を身に付けた次代の担い手に対する現場の期待はますます高まっています。

　長野県林業大学校は、昭和54年４月に開校し平成30年度で創立40周年を迎えた歴史ある教育機関

です。長野県においては、産学官が連携して革新的な林業の実現を目指す、スマート精密林業「長野モデ

ル」の開発に取り組んでおり、本校では、このプロジェクトの中心として活動している信州大学の教授

を講師に招き、航空機や人工衛星を用いた地表物の観測（リモートセンシング）や、GPSに代表される

衛星による位置確認や測量等のシステム、地理情報システム（GIS）等の先進技術に関する授業を学生

に提供しています。

　また、現場実習では、実際の現場での活用を念頭に、学生が自らドローンやスマートフォンアプリを

操作して樹木の立地や森林資源情報の調査を行い、調査データの解析、森林GISを活用した森林整備計

画の作成などに取り組んでいます。

　本校では、今後も最新の知識・技術の効率的な提供に取り組むとともに、本校を卒業した学生が、地域

の現場において、修得したICT技術等を活用しながら新たな森林や林業・木材産業の新しい姿を描いて

いくことを期待しています。

長野県林業大学校
長野県木

き そ ぐ ん

曽郡木
き そ ま ち

曽町新
しんかい

開
修学期間：２年間　定員：１学年20名

第２回テーマ  「ICT」
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東京大学大学院　農学生命科学研究科附属演習林生態水文学研究所　水内　佑輔

　

国
土
の
姿
は
人
と

自
然
の
関
係
の
中
で

大
き
な
変
貌
を
見
せ

る
と
き
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
愛
知
県
犬

山
市
に
あ
る
東
大
演
習
林
生
態
水
文
学
研
究

所
に
設
置
さ
れ
た
は
げ
山
の
再
生
技
術
に
関

わ
る
林
業
遺
産
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

明
治
期
に
お
い
て
は
山
林
荒
廃
や
水
害
多

発
へ
の
対
応
は
国
家
的
課
題
で
あ
り
、林
学
に

は
山
地
保
全
の
た
め
の
技
術
と
専
門
家
の
養

成
が
求
め
ら
れ
、そ
れ
に
応
え
た
人
物
が
諸も
ろ
と戸

北き
た
お郎
博
士
で
し
た
。諸
戸
博
士
は
オ
ー
ス
ト
リ

ア
・
フ
ラ
ン
ス
へ
の
留
学
で
得
た
知
見
を
日
本

に
合
わ
せ
た
理
論
的
技
術
と
し
て
体
系
化
し
、

そ
の
普
及
と
人
材
の
育
成
に
多
大
な
貢
献
を

し
た
人
物
で
す
。国
土
保
全
と
い
う
観
点
か
ら
、

大
規
模
な
も
の
だ
け
で
な
く
、多
様
か
つ
深
刻

日本森林学会による

第 回

渓間工事建造物群のある大畔地区をみる（1951）諸戸北郎博士
（1873 － 1951）
東京帝国大学教授

林業遺産の見学（2019）
大橋建之氏撮影
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所
）は
、諸
戸
博
士
の
最
も
体
系
的
な
実
験
・
教

育
フ
ィ
ー
ル
ド
で
し
た
。犬
山
地
区
で
の
渓
間

工
事
は
諸
戸
博
士
の
問
題
意
識
で
あ
っ
た
小

規
模
渓
流
に
お
け
る
山
地
保
全
の
た
め
の
モ

デ
ル
事
業
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。林
業

遺
産
に
登
録
さ
れ
た
渓
間
工
事
建
造
物
群
は

コ
ン
ク
リ
ー
ト
放
水
路
付
土
堰
堤
、鉄
線
蛇じ
ゃ
か
ご籠

堰え
ん
て
い堤

×
17
、土
堰
堤
、橋
梁
×
２
（
跡
地
含
む
）

か
ら
構
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、山
地
の
土
砂

流
出
を
抑
制
す
る
た
め
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た

も
の
で
す
（
図
―
１
）。堰
堤
は
、砂
防
・
緑
化

工
事
の
た
め
に
下
流
へ
の
土
砂
流
出
を
抑
制

す
る
も
の
で
、流
路
に
対
し
て
盛
土
を
設
置
し
、

盛
土
の
洗
堀
を
防
ぐ
放
水
路
を
石
積
や
コ
ン

ク
リ
ー
ト
、鉄
線
蛇
籠
で
被
覆
す
る
も
の
で
す
。

所在地：愛知県犬山市大畔
見学等を希望の方は東大演習林生態
水文学研究所までご相談ください。
eri@uf.a.u-tokyo.ac.jp

図
―
１
の
崩
壊
地
部
分
を
見
て
頂
け
れ
ば
わ

か
る
よ
う
に
、当
該
地
は
演
習
林
内
で
最
も
土

砂
崩
壊
が
深
刻
で
あ
っ
た
場
所
で
あ
り
、た
め

池
と
の
位
置
関
係
か
ら
し
て
分
か
る
よ
う
に
、

土
砂
流
出
す
る
と
地
域
の
生
活
に
深
刻
な
影

響
が
出
る
よ
う
な
場
所
で
し
た
。

　

林
業
遺
産
登
録
さ
れ
た
一
連
の
渓
間
工
事

建
造
物
群
は
、
学
生
実
習
に
お
け
る
見
学
の

対
象
で
し
た
。
こ
の
他
、
諸
戸
博
士
は
砂
防

技
術
者
の
教
育
の
た
め
農
商
務
省
荒
廃
地
復

旧
技
術
講
習
会
を
主
催
し
、
愛
知
県
演
習
林

に
お
い
て
帝
国
全
土
か
ら
技
術
者
を
集
め
教

育
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
犬
山
地
区
で
行
わ

れ
た
３
日
間
の
実
習
の
中
で
先
駆
事
例
と
し

て
見
学
さ
れ
て
お
り
、
ま
さ
に
近
代
砂
防
技

術
者
養
成
に
資
し
た
点
か

ら
も
評
価
で
き
ま
す
。
現

在
は
、
二
次
林
が
広
が
る

な
ん
の
変
哲
も
な
い
近

郊
の
丘
陵
地
な
の
で
す

が
、
そ
の
中
に
は
、
近
代

の
国
土
保
全
に
向
け
た
ト

ラ
イ
ア
ル
が
潜
ん
で
い
ま

す
。
生
態
水
文
学
研
究
所

で
は
市
民
向
け
講
座
な
ど
に
お
い
て
、
砂
防
・

緑
化
工
事
の
先
駆
的
工
事
と
し
て
紹
介
す
る

見
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
お
り
、
再
生

し
た
森
林
の
中
で
は
げ
山
時
代
の
写
真
や
地

形
模
型
を
見
せ
な
が
ら
紹
介
す
る
こ
と
で
価

値
の
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、林
業
遺
産
登
録
し
た
渓
間
工

事
建
造
物
群
は
、近
代
砂
防
工
学
の
体
系
化
を

支
え
た
モ
デ
ル
事
業
で
あ
っ
て
、全
国
に
広
が

る
荒
廃
地
の
抑
制
と
い
う
国
土
保
全
の
た
め

の
技
術
で
す
。こ
の
点
か
ら
砂
防
工
学
の
体
系

化
に
資
す
る
も
の
と
し
て
評
価
で
き
、技
術
者

教
育
と
い
う
点
か
ら
の
貢
献
も
大
き
い
も
の

で
す
。さ
ら
に
、往
時
の
先
進
的
技
術
を
そ
の

成
果
で
あ
っ
た
再
生
し
た
森
林
の
中
で
体
験

で
き
る
と
い
う
点
か
ら
も
、近
代
林
学
の
貢
献

を
伝
え
る
も
の
と
し
て
価
値
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
生
態
水
文
学
研
究
所
が
公
開
し
て

い
る
「
生
態
水
文
学
研
究
所
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
」

で
は
、
渓
間
工
事
建
造
物
群
の
変
遷
を
記
録

写
真
か
ら
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
の
で
、
こ

ち
ら
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://fpac1.lib.a.u-tokyo.
ac.jp/eri/

で
あ
っ
た
当
時
の
荒
廃
地
の
状
況
に
対
応
す

る
べ
く
、全
国
に
あ
る
小
規
模
渓
流
の
保
全
ま

で
を
視
野
に
入
れ
て
砂
防
工
学
を
体
系
化
し

た
点
が
特
筆
さ
れ
ま
す
。

　

愛
知
県
演
習
林
（
現
・
生
態
水
文
学
研
究

コンクリート放水路付堰堤の変遷（1931）

コンクリート放水路付堰堤の変遷（2016）

図１　渓間工事建造物群周辺図

1929 年 12月 23日の学生実習における見学

鉄線蛇籠堰堤の設置工事

工事番号 工　種 竣功年月日
1 混凝土土堰堤 1929/5/10/
2 鉄筋混凝土橋 1930/1/21

（七ツ目橋）修繕 1930/5/5
3 鉄筋混凝土橋 1930/1/21

（四ツ目橋）修繕 1930/5/6
4 鉄線蛇篭 1929/5/20
5 鉄線蛇篭 1929/5/18
6 鉄線蛇篭 1929/5/25
7 鉄線蛇篭 1929/5/20
8 土堰堤 1929/5/24
9 鉄線蛇篭 1930/1/27
10 鉄線蛇篭 1930/1/27
11 鉄線蛇篭 1930/1/27
12 鉄線蛇篭 1930/5/6
13 鉄線蛇篭 1931/4/6
14 鉄線蛇篭 1932/1/18
15 鉄線蛇篭 1932/1/18
16 鉄線蛇篭 1933/3/9
17 鉄線蛇篭 1933/3/11
18 鉄線蛇篭 1933/3/10
19 鉄線蛇篭 1935/3/3
20 鉄線蛇篭 1935/10/24
21 鉄線蛇篭 1935/10/30

林業遺産登録リスト
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署
の
基
礎
デ
ー
タ

所 在 地 三重県亀山市本町１丁目７－ 13
区 域 面 積  577,441ha うち森林面積 372,230ha
国 有 林  21,575ha （国有林率 5.8%）

管 轄 区 の
関係市町村

10 市 7 町（うち 2 町（ ）は官行造林のみ）
津
つ

市、四
よ っ か い ち

日市市、桑
く わ な

名市、鈴
す ず か

鹿市、亀
かめやま

山市、いなべ市、伊
い が

賀市、松
まつさか

阪市、尾
お わ せ

鷲市、
熊
く ま の

野市、菰
こ も の

野町、大
おおだい

台町、紀
き ほ く

北町、御
み は ま

浜町、紀
き ほ う

宝町、（大
た い き

紀町）、（南
み な み い せ

伊勢町）

国
有
林
林
道
が
繋
ぐ
岐
阜・三
重
の
元
気
な
森
林
づ
く
り

～
悟ご
に
ゅ
う入
谷だ
に・古こ
の野
裏う
ら
や
ま山
地
域
森
林
共
同
施せ
ぎ
ょ
う業
団
地
～

管内概要
　三重森林管理署は、三重県北部の亀

かめやま

山市に所在し、三重県内全域の国有林 21,5750ha、官
行造林地 2,338ha を管理経営しています。
　管内には、近畿の屋根とも言える大

おおだいがはら

台ヶ原に接し、宮川流域の水源で、多様な動植物が生息す
る大杉谷国有林や、熊

くま

野
の

灘
なだ

に沿った世界遺産「熊野古道」のバッファーゾーンで、レクリエーショ
ンの森として「日本美

うつく

しの森お薦
すす

め国有林」にも選定され、潮風から住民を守る七
しち

里
り

御
み

浜
はま

国有林
などをはじめとする公益的機能が高い国有林（森林）が多くあります。
　特に、大

おおすぎだに

杉谷国有林の内、約1,400haを「大杉谷森林生態系保護地域」に設定し、貴重な森林生態
系（暖温帯林から亜寒帯林までの多様な森林が垂直分布している）の保護・保全を行っています。

　

国
有
林
野
の
管
理
経
営
に
当
た
っ
て
は
、

森
林
・
林
業
の
再
生
に
貢
献
す
る
た
め
、
民

有
林
関
係
者
等
と
川
上
か
ら
川
下
ま
で
の
一

体
的
な
連
携
を
図
り
つ
つ
、
民
有
林
経
営
へ

の
支
援
等
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

具
体
的
な
取
組
の
一
つ
と
し
て
、
国
有
林
野

事
業
で
は
、
民
有
林
と
国
有
林
と
が
連
携
す

る
こ
と
で
、
森
林
整
備
事
業
の
効
率
化
や
低

コ
ス
ト
化
等
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
に

お
い
て
、「
森
林
共
同
施
業
団
地
」を
設
定
し

民
有
林
と
国
有
林
を
接
続
す
る
路
網
の
整
備

や
こ
の
相
互
利
用
、
連
携
し
た
森
林
施
業
の

実
施
、
民
有
林
材
と
国
有
林
材
の
協
調
出
荷

等
を
推
進
し
て
い
ま
す
（
写
真
１
）。

　

平
成
28
年
７
月
、三
重
森
林
管
理
署
（
国
有

林
）は
、所
管
す
る
悟
入
谷
・
古
野
裏
山
国
有

林
と
、そ
れ
に
隣
接
し
森
林
所
有
者
の
合
意

を
得
ら
れ
た
三
重
県
・
岐
阜
県
の
民
有
林（
岐

阜
県
森
林
公
社
、海か

い
づ津
市
太
田
自
治
会
、津
水

源
林
整
備
事
務
所
）と
の
間
で
協
定
を
締
結

し
、総
面
積
７
６
５
・
７
７
ha
に
お
よ
ぶ
森
林

共
同
施
業
団
地（
悟
入
谷
・
古
野
裏
山
地
域
森

林
共
同
施
業
団
地
）を
設
定
し
ま
し
た
。そ
の

後
、民
有
林
関
係
者
か
ら
更
な
る
同
意
が
得

ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、平
成
30
年
10
月
に
は

駒こ
ま
の野
奥お
く
じ
ょ
う条
入い
り
あ
い会
財
産
区（
管
理
者	

海
津
市
長
）、

平
成
31
年
３
月
に
は
岐
阜
水
源
林
整
備
事
務

所
を
加
え
た
協
定
締
結
と
な
り
現
在
の
総
面

積
は
１
，６
５
９
・
３
２
ha
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
悟
入
谷
・
古
野
裏
山
地
域
森
林
共
同

施
業
団
地
は
、
三
重
県
北ほ
く
せ
い勢
地
域
の
北
端
、

岐
阜
県
濃の
う
び尾
平
野
の
西
端
と
な
る
養よ
う
ろ
う老
山
地

の
南
部
に
位
置
し
て
お
り
、
稜
り
ょ
う
せ
ん線
付
近
の

三
重
県
側
が
悟
入
谷
・
古
野
裏
山
国
有
林
で
、

民
有
林（
岐
阜
、三
重
両
県
）が
隣
接
し
て
い

ま
す
（
写
真
２
）。
国
有
林
内
に
は
木
材
の

搬
出
等
に
不
可
欠
な
林
道
が
背
骨
の
よ
う
に

整
備
さ
れ
て
い
る
一
方
、
国
有
林
に
隣
接
す

る
民
有
林
に
は
基
幹
と
な
る
林
道
が
な
く
、

搬
出
間
伐
等
の
森
林
施
業
を
行
う
に
は
架か
せ
ん線

に
よ
る
か
、
長
距
離
の
森
林
作
業
道
を
開
設

す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
協
定

を
締
結
し
、
国
有
林
林
道
に
連
結
す
る
森
林

作
業
道
を
開
設
す
る
と
と
も
に
、
協
定
締
結

者
間
で
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
共
有
、
木
材

搬
出
・
路
網
作
設
計
画
の
調
整
、
国
有
林
林

道
及
び
木
材
集
積
場（
中
間
土
場
）の
共
同
使

用
な
ど
に
よ
り
、
効
率
的
な
木
材
の
搬
出
を

推
進
し
て
い
ま
す
（
写
真
３
・
４
・
５
）。
こ

の
よ
う
に
２
県
に
ま
た
が
る
森
林
共
同
施
業

団
地
の
設
定
は
珍
し
く
、
さ
ら
に
、
岐
阜
県

は
中
部
森
林
管
理
局
管
内
で
あ
り
、
三
重
県

は
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
管
内
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
ふ
た
つ
の
森
林
管
理
局
に
ま
た
が
る

森
林
共
同
施
業
団
地
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
共
同
施
業
団
地
で
は
、
民
有
林
か
ら

効
率
的
に
木
材
を
搬
出
で
き
る
よ
う
、
国
有

林
林
道
か
ら
民
有
林
側
へ
新
た
に
連
結
す
る

森
林
作
業
道
の
線
形
や
、
木
材
集
積
場
（
中

間
土
場
）
の
使
用
等
に
つ
い
て
調
整
を
行
っ

て
い
ま
す
。
民
有
林
の
協
定
関
係
者
が
国
有

林
内
の
国
有
林
林
道
及
び
木
材
集
積
場
（
中

間
土
場
）
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
大
型

ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
木
材
の
搬
出
が
可
能
と
な

る
こ
と
か
ら
、
作
業
効
率
が
上
が
り
、
搬
出

コ
ス
ト
の
削
減
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、平
成
28
年
度
〜
平
成
30
年
度
ま
で

の
３
年
間
で
、複ふ

く
そ
う
ば
つ

層
伐
を
６
・
２
０
ha
、搬
出

間
伐
等
を
２
３
８
・
０
６
ha
、作
業
道
作
設
を

２
７
，５
０
５
ｍ
、植
栽
を
２
・
２
０
ha
、素
材

生
産
を
１
０
，３
５
０
㎥
実
施
し
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
、
国
有
林
林
道
を
利
用
し
た

愛知県

三重県

岐阜県

滋賀県

京都府

奈
良
県

和
歌
山
県

三重
森林管理署

取 組
国有林野事業の

近
畿
中
国
森
林
管
理
局　

三
重
森
林
管
理
署

は
じ
め
に

悟ご
に
ゅ
う
だ
に

入
谷
・
古こ
の野
裏う
ら
や
ま山

地
域
森
林
共
同
施
業
団
地
の
概
要

具
体
的
な
取
組
内
容
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民
有
林
か
ら
の
搬
出
間
伐
は
、
面
積
で

５
９
・
２
９
ha
、
素
材
生
産
で
約
２
，３
０
０

㎥
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
連
絡
調
整
会
議
、
現
地
検
討

会
を
そ
れ
ぞ
れ
年
１
回
開
催
す
る
こ
と
で
、

協
定
関
係
者
と
の
事
業
調
整
、
情
報
提
供
・

意
見
交
換
・
要
望
、
現
地
で
の
事
業
実
施
の

状
況
確
認
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

連
絡
調
整
会
議
に
お
い
て
協
定
相
手
方
か

ら
は
、

・	

国
有
林
か
ら
木
材
販
売
先
・
販
売
価
格
の
情

報
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、新
た
な
販

売
先
の
確
保
、木
材
販
売
先
で
の
安
定
価
格

に
基
づ
く
価
格
交
渉
な
ど
、従
来
よ
り
有
利

有
林
の
作
業
道
を
連
結
す
る
こ
と
に
よ
り
、

搬
出
が
困
難
だ
っ
た
森
林
の
木
材
搬
出
が

可
能
と
な
っ
た
（
写
真
６
）

		

な
ど
の
国
有
林
と
連
携
し
た
こ
と
で
、
木

材
の
有
利
販
売
、
効
率
的
な
木
材
の
搬
出
、

利
用
可
能
な
森
林
資
源
の
増
加
な
ど
の
効
果

が
あ
が
っ
て
い
る
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ

て
い
ま
す
。

民
国
連
携
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
販
売

　

さ
ら
に
本
年
度
か
ら
は
、木
材
の
さ
ら
な
る

安
定
供
給
と
森
林
所
有
者
の
利
益
還
元
を
目

指
し
て
、森
林
共
同
施
業
団
地
に
お
い
て
民
有

林
と
国
有
林
が
連
携
し
て
木
材
販
売
を
行
う

「
民
国
連
携
シ
ス
テ
ム
販
売
」と
い
う
新
た
な

取
組
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。こ
の
取
組

は
、国
と
製
材
工
場
な
ど
の
需
要
者
が
協
定
を

締
結
し
、丸
太
等
を
安
定
的
に
供
給
す
る
シ
ス

テ
ム
販
売
と
い
う
仕
組
み
を
活
用
し
、民
有
林

が
シ
ス
テ
ム
販
売
に
参
画
す
る
こ
と
で
、小
規

模
な
民
有
林
で
あ
っ
て
も
大
手
需
要
者
へ
の

販
路
が
開
拓
で
き
る
と
と
も
に
、流
通
コ
ス
ト

の
縮
減
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

こ
の
取
組
の
実
現
に
向
け
て
は
、
当
初
か

ら
本
年
に
民
有
林
・
国
有
林
の
双
方
で
搬
出

間
伐
の
予
定
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
年
２

月
に
民
国
連
携
シ
ス
テ
ム
販
売
に
よ
る
木
材

の
協
調
出
荷
の
概
要
や
利
点
な
ど
を
説
明
す

る
こ
と
で
、
こ
の
取
組
の
実
施
に
向
け
た
調

整
を
行
い
ま
し
た
。
民
国
が
連
携
し
た
シ
ス

テ
ム
販
売
は
、
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
に
お

い
て
初
め
て
の
取
組
で
あ
る
た
め
、
事
業
実

行
・
出
材
状
況
等
を
取
り
ま
と
め
、
今
後
の

民
国
連
携
業
務
の
参
考
と
す
る
予
定
で
す
。

森
林
施
業
団
地
の
更
な
る
充
実
に
向
け
て

　

本
年
度
は
、昨
年
度
区
域
を
拡
張
し
た
団
地

ま
で
循
環
出
来
る
よ
う
に
国
有
林
内
で
林
業

専
用
道
の
新
設
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
（
写

真
７
）。こ
れ
に
よ
り
、既
存
の
団
地
と
同
様
に

拡
張
し
た
団
地
に
お
い
て
も
大
型
ト
ラ
ッ
ク

に
よ
る
木
材
の
搬
出
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、こ
の
地
域
で
継
続
的
に
民
有
林
と
国

有
林
が
連
携
し
て
森
林
施
業
を
実
施
し
て
い

く
た
め
、協
定
締
結
者
及
び
団
地
関
係
者
と
協

議
を
行
い
、森
林
整
備
事
業
の
事
業
量
確
保
、木

材
の
安
定
供
給
、新
た
な
協
定
者
・
協
定
区
域
の

拡
張
に
向
け
た
取
組
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

三
重
森
林
管
理
署
で
は
、成
熟
し
た
森
林
の
主

伐
・
再
造
林
の
増
加
に
備
え
、効
率
的
な
造
林
の

実
現
に
向
け
て
、新
た
な
取
組
を
実
施
し
て
い
く

予
定
で
す
。具
体
的
に
は
、国
有
林
内
の
複
層
林

施
業
の
伐
採
跡
地
に
お
い
て
、従
来
の
苗
と
比
べ

て
効
率
的
に
植
栽
で
き
る
コ
ン
テ
ナ
苗
の
導
入

や
、新
た
な
獣
害
防
護
柵
の
設
置
・
有
害
鳥
獣
の

捕
獲
等
の
検
証
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。こ

れ
ら
の
結
果
に
つ
い
て
は
、民
有
林
関
係
者
等
と

の
現
地
検
討
会
・
学
習
会
の
開
催
を
通
じ
て
、積

極
的
に
情
報
発
信
し
て
い
く
考
え
で
す
。

な
販
売
が
出
来
た

・	

国
有
林
林
道
と
民
有
林

で
作
設
し
た
森
林
作
業

道
に
よ
る
循
環
路
線
が

出
来
た
こ
と
で
、
効
率

よ
く
木
材
の
運
搬
が
行

え
た

	

・	

国
有
林
の
作
業
道
と
民

位置

岐阜県
養老町

岐阜県
海津市

岐阜県
大垣市

三重県
いなべ市

三重県
いなべ市

北側

南側

三重県
桑名市

岐阜県
海津市国有林

津水源林整備事務所

津水源林整備事務所

岐阜水源林整備事務所

海津市駒野奥条入会財産区

岐阜県森林公社

海津市太田自治会

国有林

写真２ 写真１

写真３

写真４

写真５

写真６

写真７

基幹となる国有林林道と
木材集積場（中間土場）

岐阜・三重県の稜線（右
側の林道は国有林林道）

民有林の作業道での積み
込み（岐阜県）

岐阜県側の民有林材の積
み込み（国有林内の木材
集積場（中間土場））

大型トラックによる岐阜
県側の民有林材の木材運
搬（国有林林道）

国有林作業道側から連結
前の写真（民有林側で作
業道を延長し、連結）

国有林の林業専用道の新
設工事箇所

森
林
共
同
施
業
団
地
の

設
定
に
よ
る
民
有
林
側
の
効
果

新
た
な
取
組

お
わ
り
に

悟入谷・古野裏山地域の森林共同施業団地	全体図（岐阜・三重県）



「ウッドデザイン賞2019」
  応募が始まります！

TOPICS 04

　「ウッドデザイン賞2019」の応募が、６月20日（木）から始まります。
　「ウッドデザイン賞」は、木の良さや価値を再発見できる製品や取組について、特に優れたものを評価し、表彰する
制度です。「木のある豊かな暮らし」が広がり、日々の生活や社会が彩られ、木材利用が進むことを目的に始まり、今年
で５年目を迎えます。
　同賞は、木を使って暮らしの質を高める「ライフスタイルデザイン部門」、人の心を豊かにする「ハートフルデザイ
ン部門」、地域や社会を活性化する「ソーシャルデザイン部門」の３つの部門から構成され、審査を通過した作品に
「ウッドデザイン賞」が授与されます。さらに、この中で、特に優れた作品には、「最優秀賞」、「優秀賞」、「奨励賞」が授与
されます。また、特別賞として、日本の「木の文化」の国内外への発信や来日観光客等に向けた木のおもてなしにつな
がる優れた施設・空間、木製品、取組に対して「木のおもてなし賞」を表彰します。
　応募期間は、７月31日（水）までとなっております。みなさまからの、新しい「木づかい」の取組のご応募をお待ちし
ております！

ウッドデザイン賞2018最優秀賞
江東区立有明西学園（（株）竹中工務店、江東区、（株）久米設計）

展示会での作品の展示や、コンセプトブックの製作等により受賞作品の広報・PRを行います

（問い合わせ先）
ウッドデザイン賞運営事務局
メール：info2019@wooddesign.jp　URL	:	http://www.wooddesign.jp　
Facebook	:	https://www.facebook.com/wooddesignaward/
※応募に関する詳細、その他各種情報は、上記HP及びFacebookにおいて随時配信しております。
　また、過去のウッドデザイン賞受賞作品につきましても、上記HPに掲載しておりますので、ぜひご覧ください。

URL Facebook

ウッドデザイン賞公式HP	：	http://www.wooddesign.jp
応募方法	:	ウッドデザイン賞公式HPより、応募者登録の上、専用フォームより応募作品をエントリー下さい。
応募期間	：	6月20日（木）～ 7月31日（水）
審査費用	：	無料

「あなたのおすすめウッドデザイン」を教えて下さい
　ウッドデザイン賞2019では、取組を行う団体や事業者様等自らの応募だけでなく、「こんな作品はウッドデザ
イン賞にふさわしいのではないか」「消費者目線を持った新しい木の活用をしているのではないか」といった、み
なさまが考える、建築・空間、木製品、取組などをご紹介いただき、更なるご応募につなげていきたいと思います。
ウッドデザイン賞公式HPのフォームから、おすすめウッドデザインをぜひご紹介ください！（6月30日まで）
（ただし、ご紹介いただいたもので、過去にウッドデザイン賞へ応募があったと事務局が確認したもの等については、応募対象から外させて
いただきます。）

応募はこちらから！

こちらも募集！
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み
な
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
。
ミ
ス
日
本
み
ど
り
の

女
神
の
藤
本
麗
華
で
す
。
５
月
は
み
ど
り
の
季
節
と

い
う
こ
と
も
あ
り
全
国
各
地
で
沢
山
の
活
動
を
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
日
比
谷
公
園
で
の
「
み
ど
り
と
ふ
れ
あ
う

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
は
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
に
て

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
に
５
本
も
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
中

で
も
印
象
的
だ
っ
た
２
つ
の
ス
テ
ー
ジ
に
つ
い
て
お

話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
ミ
ス
日
本
の
美
人
食
」
で
は

自
然
の
恵
み
の
あ
り
が
た
さ
を
再
認
識

　

最
初
は
東
京
の
水
源
、
多
摩
川
源
流
に
位
置
す
る

小
菅
村
自
慢
の
食
材
と
、
９
品
目
を
お
な
か
一
杯
食

べ
ら
れ
る
「
ミ
ス
日
本
の
美
人
食
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
料
理
シ
ョ
ー
企
画
で
す
。
こ
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
に

臨
む
に
当
た
っ
て
私
達
は
実
際
に
小
菅
村
に
行
き
、

キ
ノ
コ
の
栽
培
や
シ
カ
の
捕
獲
後
か
ら
出
荷
さ
れ
る

ま
で
の
過
程
な
ど
、
普
段
見
る
こ
と
の
出
来
な
い
貴

重
な
体
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

き
の
こ
の
栽
培
で
は
、
光
の
加
減
で
色
・
成
長
の

ス
ピ
ー
ド
も
違
う
こ
と
を
教
わ
り
、
キ
ノ
コ
は
実
は

と
て
も
繊
細
な
も
の
だ
と
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
試

食
し
た
採
れ
た
て
キ
ノ
コ
は
、
し
っ
か
り
し
た
味
わ

い
が
今
ま
で
で
一
番
で
し
た
し
、
食
感
も
と
て
も
良

か
っ
た
で
す
。
捕
獲
後
の
シ
カ
の
過
程
は
衝
撃
を
受

け
ま
し
た
。
改
め
て
動
物
の
命
の
大
切
さ
に
感
謝
を

し
て
生
活
を
律
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

山
梨
県
で
は
森
林
セ
ラ
ピ
ー
に
よ
る

癒
や
し
を
体
験

　

次
の
ス
テ
ー
ジ
は
２
０
１
７
年
度
の
先
輩
み
ど
り

の
女
神
、
野
中
葵
さ
ん
と
一
緒
に
登
壇
し
た
「
森
林

セ
ラ
ピ
ー
の
ス
ス
メ
」
で
す
。
こ
の
た
め
に
野
中
さ

ん
と
私
は
、
山
梨
県
の
フ
フ
山
梨
、
西
沢
渓
谷
、
武

田
の
杜
を
相
次
い
で
森
林
セ
ラ
ピ
ー
体
験
し
、
非
日

常
を
味
わ
い
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
き
ま
し
た
。	

山
梨

は
都
内
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
が
よ
く
、
行
き
や
す
い
の

が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
周
辺
に
は
果
物
畑
と
緑
が
一
面

に
広
が
っ
て
い
て
、
山
梨
県
で
す
か
ら
富
士
山
が
と

て
も
綺
麗
に
見
え
て
、
ま
さ
に
絶
景
で
し
た
。

　

森
林
セ
ラ
ピ
ー
で
は
、
お
話
を
し
な
が
ら
無
理
せ

ず
自
分
の
ペ
ー
ス
で
森
を
歩
い
て
い
き
ま
す
。

　

途
中
で
生
の
ク
ル
ミ
、
ク
レ
ソ
ン
を
食
べ
た
り
ク

ロ
モ
ジ
の
匂
い
を
嗅
い
で
み
た
り
、
音
を
聞
い
た
り

転
が
っ
て
み
た
り
普
段
の
生
活
で
は
や
ら
な
い
こ
と

ば
か
り
。
自
然
を
満
喫
し
て
い
る
う
ち
に
日
頃
の
悩

み
が
解
決
し
て
い
た
り
、
心
が
軽
く
な
っ
て
い
く
こ

と
を
感
じ
ま
す
。
私
を
癒
し
て
く
れ
た
森
の
力
、
森

林
セ
ラ
ピ
ー
の
効
果
は
大
で
し
た
。

　

セ
ラ
ピ
ー
前
後
で
は
自
律
神
経
を
計
測
し
ま
し

た
。
自
分
に
起
き
た
良
い
変
化
を
数
字
で
確
め
る
こ

と
が
出
来
た
の
は
、
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
木
を
伐
っ

て
つ
か
う
だ
け
で
は
な
く
、
森
そ
の
も
の
を
利
用
し

て
、
森
や
木
と
身
近
で
触
れ
合
う
機
会
が
出
来
る
の

は
と
て
も
良
い
こ
と
で
す
ね
。

千
葉
県
と
福
島
県
で
は

未
来
を
見
据
え
て
植
樹
祭
に
参
加

　

さ
て
、
５
月
は
全
国
で
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
イ
ブ
の
活

動
が
行
わ
れ
ま
す
。
私
は
「
地
球
生
き
物
応
援
団
・

グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
イ
ブ
大
使
」
を
拝
命
し
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
千
葉
の
君
津
市
と
福
島
の
伊
達
市
へ
参
り

ま
し
た
。

　

千
葉
で
は
小
湊
鉄
道
の
ト
ロ
ッ
コ
列
車
か
ら
見
え

る
景
色
を
素
敵
に
し
よ
う
と
、
ひ
ま
わ
り
を
植
え
ま

し
た
。
福
島
で
は
伊
達
こ
ど
も
園
の
園
児
た
ち
と
ど

ん
ぐ
り
苗
木
を
植
え
ま
し
た
。
植
樹
祭
に
出
席
す
る

度
に
思
う
こ
と
は
、
全
員
が
今
で
は
な
く
未
来
の
日

本
を
み
て
い
る
こ
と
で
す
。私
も
先
の
事
を
考
え
て
、

今
日
を
生
活
し
よ
う
と
い
つ
も
心
動
か
さ
れ
ま
す
。	

　

素
晴
ら
し
い
経
験
の
数
々
を
、
表
現
者
と
し
て
ど

の
よ
う
に
使
え
る
か
が
日
々
の
課
題
で
す
。

　

来
月
号
も
楽
し
み
に
待
っ
て
て
頂
け
る
と	

嬉
し

い
で
す
。

▲福島県伊達市ではこども達と一緒に植樹

▲トークショーにたくさん出演させていただきました。

▲森林セラピーをすすめちゃう！

藤本麗華（ふじもと れいか）

みどりの

　 女神が行く！
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